
　平成26年6月現在において理学療法士の国家試験合格者累計
は約12万人に達しました（日本理学療法士協会ホームページよ
り）。『理学療法士』という言葉をご存じの方も増えてきているので
はないかと感じます。
　ご本人やご家族が医療機関などで理学療法士に関わったこと
がある、仕事の関係で関わったことがある、家族、親戚が理学療法
士をしている、その他にも、理学療法士を知っているきっかけはあ
るかもしれません。そして、その関わりのある理学療法士の仕事や
印象で『理学療法士』をイメージされている方も多いと思います。
　本誌は（公社）長崎県理学療法士協会の広報誌として、当協会の
活動を紹介しつつ、理学療法士について広くお伝えすることを目指
しています。実際、理学療法士には多くの専門分野があり、活躍の
場も広がっています。もっと多くの理学療法士の活動や可能性を一
般の方にお伝えできるように生まれ変わりたいと思います。

　現在の世の中は、インターネットなどの発展に伴い欲しい情報が
比較的すぐに手に入ります。
　広報誌においては、『今、欲しい情報がすぐに手に入る』というこ
とは難しいかもしれません。しかし、本誌は『理学療法士ができるこ
と（知っていること）』をわかりやすく丁寧にお伝えできればと考えて
います。そして、皆様の近くにいる『あの理学療法士に聞けば何か良

理学療法士をわかりやすくお伝えします!

これまでの会員向け広報誌から、
市民の方にも読んでいただける情報誌に…
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／特集

（公社）長崎県理学療法士協会 広報誌
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時勢にそった様々な理学療法に関する情
報を、私たち理学療法士と患者さま、およ
びそのご家族の方々が共有し、生活機能
の回復･維持にお役に立ちたいと考えて
います。相互間情報の交流として成長す
る広報誌づくりを目指していきます。

「快晴」を表す意味。昭和の映画界で撮影時
に使っていた言葉です｡言葉の由来には、2
つの説があります｡

■快晴の日は､カメラのピントが合うこと
から｢ピントが完全｣を略したとする説
■太陽の光が｢ピーンと届いてカンカン照
り」という状況を略したとする説

■テラス(Terrace)は､バルコニーやベラン
ダのことで､住宅や店舗が壁を共有して
繋がる建築をテラスハウスと言います。

「テラス=照らす!!」という意味で温かく対象
者を支え､情報の共有による相互間コミュニ
ケーションを目指したいという情報が集う場
所をイメージしています｡

「
ぴ
ー
か
ん
て
ら
す
」へ
情
報
を

お
寄
せ
く
だ
さ
い
!!

生まれ変わります!!

編 集 後 記

時勢の意味ある情報の提供!!
｢ぴーかん｣とは…

相互間の情報が集う場所=繋がり!!
｢テラス｣とは…

新しく生まれ変わった広報誌

表紙タイトルについて

読
者
の
み
な
さ
ま

「
理
学
療
法
士
協
会 

広
報
誌
」リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
伴
い
、

理
学
療
法
士
や
市
民
の
み
な
さ
ま
に
向
け
た
コ
ー
ナ
ー

も
充
実
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

◎
日
常
の
う
れ
し
い
で
き
ご
と

◎
日
頃
取
り
組
ん
で
い
る
リ
ハ
ビ
リ
に
ま
つ
わ
る
こ
と

◎
私
の
○
○
自
慢…

な
ど
、皆
様
か
ら
の
さ
ま
ざ
ま

な
お
便
り
を
ド
シ
ド
シ
お
寄
せ
下
さ
い
!!

お便りの送り先

和仁会病院（担当：大石）

〒851-0103
長崎市中里町96番地

FAX／095-837-1230

メール／nptakouhou@
gmail.com

発　　　行 公益社団法人 長崎県理学療法士協会
  〒851‐2103 長崎県西彼杵郡時津町元村郷800番地
　　　　　　　　　　　　 長崎北病院 リハビリテーション科内
  TEL＆FAX　 （095）881-1662
発行責任者 塩塚　順
編　　　集 大石　勝規
印　　　刷 株式会社　インテックス

い情報が手に入るかも…』と感じ
ていただける広報誌を目指して、
当協会の活動紹介などとともに
理学療法士の可能性についても
お伝えしたいと思います。今後と
もよろしくお願い致します。
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理
学
療
法
士
っ
て

理学療法士は、
人生のあらゆる場面で
目標に向かってサポートします!!

ど
ん
な
仕
事
？

個
々
の
身
体
機
能
や
痛
み
の
評
価
・

分
析
を
行
い
ま
す

最
適
な
理
学
療
法
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

作
成
し
ま
す

基
本
動
作
能
力
の
改
善
を
行
い
ま
す

運
動
療
法
に
よ
り
、正
し
い
動
き
の

学
習
と
指
導
を
行
い
ま
す

痛
み
や
麻
痺
の
回
復
に

物
理
療
法
を
行
い
ま
す

自
立
し
た
生
活
の

サ
ポ
ー
ト
を
行
い
ま
す

理
学
療
法
士
に
で
き
る
こ
と

（
日
本
理
学
療
法
士
協
会
発
刊「
理
学
療
法
ガ
イ
ド
」よ
り
）

理
学
療
法
士
は
、関
節
可

動
域
検
査
、徒
手
筋
力
検

査
、動
作
分
析
な
ど
を
用

い
て
身
体
機
能
や
痛
み

の
評
価
と
分
析
を
行
い

ま
す
。

評
価
と
分
析
か
ら
問
題

点
を
抽
出
し
、最
適
な
治

療
と
予
防
の
た
め
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
提
供
し
ま
す
。

「
歩
く
」「
立
つ
」「
起
き
上

が
る
」な
ど
の
日
常
生
活

に
不
可
欠
な
基
本
動
作

能
力
の
改
善
を
目
指
し

ま
す
。

腰
痛
、ス
ポ
ー
ツ
外
傷
、

転
倒
な
ど
に
対
す
る
予
防

や
治
療
を
目
的
に
、筋
力

や
柔
軟
性
、バ
ラ
ン
ス
能

力
を
改
善
す
る
運
動
療

法
の
指
導
を
行
い
ま
す
。

「
鎮
痛
効
果
」「
麻
痺
の
回

復
」な
ど
を
目
的
に
、マ
ッ

サ
ー
ジ
や
温
熱
・
寒
冷
・
電

気
療
法
な
ど
の
物
理
療
法

を
行
い
ま
す
。

地
域
や
ご
自
宅
に
て
、生
き
甲
斐
の
あ
る
生
活
が
送

れ
る
よ
う
に
、住
宅
改
修
や
福
祉
用
具（
機
器
）の
効

果
的
な
使
い
方
を
わ
か
り

や
す
く
ア
ド
バ
イ
ス
し
、

社
会
へ
の
参
加
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

生活習慣病予防
障がい児の発達、就学支援

住宅改修の助言

動作指導

スポーツ外傷予防・
パフォーマンス向上

介護予防
（自立支援）

健康増進
在宅ケア

福祉用具の選定

身体機能回復

3 2



　現在リハビリテーションを取り巻く環境は、色々な意味
で大きな変化があります。決して良い環境とは言えませ
ん。養成校の増加により、近年は国家資格を持つ理学療
法士は年に1万人を超えてきます。需要と供給のバランス
は10年前の予想よりもはるかに早く崩れようとしていま
す。これは一人の理学療法士の力では解決できません。
　理学療法士の活躍の場を増やすべく啓発活動、リハビリ
テーションの専門職の一員としての知識の研鑽や資質の向
上も大きな課題の一つです。当協会は年間を通じて事業計
画し、公益性を重視した活動のなかで、長崎県民の健康を守
るべく牽引する役割を担いたいと思います。

　

昭
和
46
年
5
月
に
会
員
16
名
で「
長
崎
県
理

学
療
法
士
会
」は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
7
年
4
月
に
は
会
員
数
2
6
6
名
ま
で

増
え
、「
社
団
法
人
長
崎
県
理
学
療
法
士
会
」に

移
行
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
4
月
に
は
、会
員
数
は
1
，6
3
0

名
ま
で
増
え
て
、公
益
性
の
認
定
を
受
け
現
在

の「
公
益
社
団
法
人
長
崎
県
理
学
療
法
士
協
会

（N
a
g
a
sa
k
i P
h
ysic

a
l T
h
e
ra
p
y
 

A
ssociation

：N
PTA

）へ
移
行
し
ま
し
た
。そ

の
後
も
会
員
数
は
増
え
、現
在
は
1
，8
0
0
名

を
超
え
る
会
員
を
有
し
て
い
ま
す
。

　

長
崎
県

理
学
療
法
士

協
会
と
は
？

概　
　

略

主
な
事
業

ス
ポ
ー
ツ
大
会
を
開
催
し
、

県
民
の
健
康
意
識
を
増
進
す
る
事
業

（
少
年
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
）

ス
ポ
ー
ツ
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す
る
事
業

（
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
支
援
研
修
会
な
ど
）

県
市
町
が
行
う
イ
ベ
ン
ト
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
事
業

（
県
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク

 

県
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
な
ど
）

理
学
療
法
啓
発
事
業

（
理
学
療
法
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

学
会
を
開
催
す
る
事
業

（
長
崎
県
理
学
療
法
学
術
大
会
）

理
学
療
法
士
の
研
修
を
行
う
事
業

（
学
術
研
修
会
／
地
区
研
修
会
・

 

地
区
勉
強
会
・
症
例
検
討
会
な
ど
）

新
人
理
学
療
法
士
の
研
修
を
行
う
事
業

（
新
人
教
育
研
修
／

 

新
卒
者
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
）

関
連
職
種
と
と
も
に
研
修
を
行
う
事
業

（
地
域
ケ
ア
研
修
／
介
護
保
険
研
修
な
ど
）

近
隣
の
類
似
法
人
と
共
同
し
て

研
修
を
行
う
事
業

（
三
士
会
合
同
訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
研
修
／

 

九
州
P
T
O
T
合
同
学
会
な
ど
）

刊
行
物
の
発
行
に
関
す
る
事
業

（
長
崎
理
学
療
法
／

訪
問
リ
ハ
・
小
児
リ
ハ
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
／

啓
発
事
業
報
告
／
D
V
D
）

調
査
研
究
に
関
す
る
事
業

（
医
療
保
険
・
介
護
保
険
に
関
す
る
／

臨
床
実
習
に
関
す
る　

な
ど
）

県
民
な
ら
び
に
関
連
職
種
に

広
報
す
る
事
業

（
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
／
F
A
X
通
信
／
ニ
ュ
ー
ス
な
ど
）

関
連
団
体
の
各
種
競
技
に

協
力
す
る
事
業

（
高
校
野
球
／
高
校
サ
ッ
カ
ー
／

 

県
招
待
ラ
グ
ビ
ー
な
ど
）

県
市
町
な
ら
び
に
関
連
団
体
へ
の

委
員
・
講
師
を
派
遣
す
る
事
業

　

長
崎
県
理
学
療
法
士
協
会

（
本
会
）は
、昭
和
46
年
会
員
16

名
で
設
立
さ
れ
44
年
経
ち
ま
し

た
。そ
の
後
の
医
療
情
勢
の
変

化
や
介
護
保
険
施
行
に
よ
り
会

員
数
も
増
加
し
続
け
、今
で
は

1
，9
0
0
名
余
り
の
会
員
と

な
り
ま
し
た
。昭
和
52
年
に
県

士
会
ニ
ュ
ー
ス
が
発
刊
さ
れ
、今

年
度
ま
で
本
会
の
研
修
会
等
の

事
業
報
告
や
会
員
施
設
紹
介
等

を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。内
容

は
主
に
会
員
向
け
で
し
た
の
で
、

公
益
社
団
法
人
を
取
得
し
内
容

を
会
員
だ
け
で
な
く
、他
職
種

や
県
民
な
ど
幅
広
く
に
私
た
ち

理
学
療
法
士
の
活
動
を
周
知
す

る
た
め
に
今
回
内
容
の
み
な
ら

ず
名
称
も「
ぴ
ー
か
ん
て
ら
す
」

幅広く活躍できる
理学療法士が
地域を、国民を支えます

ご挨拶

（公益社団法人）
長崎県理学療法士協会

会長  塩塚　順

長崎県理学療法士協会
会員数の推移

H7年S46年 H27年

16名

266名

1,853名

公益
社団法人

理　　念

に
変
更
致
し
ま
し
た
。

　

現
在
の
日
本
で
は
、高
齢
化

が
問
題
視
さ
れ
特
に
団
塊
の
世

代
が
75
歳
の
後
期
高
齢
者
を

2
0
2
5
年
に
高
齢
者
を
地
域

で
支
え
る
仕
組
み「
地
域
包
括

ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」を
作
ろ
う
と
し

て
い
ま
す
。急
性
期
医
療
か
ら

終
末
期
医
療
そ
し
て
地
域
で
生

活
す
る
高
齢
者
、国
民
を
支
え

る
重
要
な
立
ち
位
置
に
理
学
療

法
士
は
い
ま
す
。今
後
は
一
新
さ

れ
た
機
関
誌
に
て
本
会
の
活
動

や
医
療
・
保
健
・
福
祉
等
の
情
報

を
届
け
て
行
き
た
い
と
思
い
ま

す
。気
軽
に
手
に
取
っ
て
楽
し
く

読
ん
で
頂
け
る
よ
う
に
し
て
い

き
ま
す
の
で
、宜
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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10
年
後
の
２
０
２
５
年
に「
団
塊
の
世
代
」が
75
歳
を
迎

え
る
と
後
期
高
齢
者
の
数
は
２
千
万
人
を
超
え
る
と
み

ら
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
割
合
で
言
う
と
、２
０
２
５
年
に

は
お
よ
そ『
５
人
に
１
人
』が
75
歳
以
上
と
な
り
、ま
さ

に『
超
高
齢
社
会
』が
到
来
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。そ
う

な
る
と
当
然
、医
療
や
介
護
の
需
要
が
急
増
し
ま
す
。

　

し
か
し
、現
状
の
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
仕
組
み
の

ま
ま
で
は
来
る
時
代
に
対
応
で
き
ず
、様
々
な
問
題
が
生

じ
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。具
体
的
に
は
、医
療
・

介
護
費
用
の
高
騰
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、病
院
に
入
院
し

た
く
て
も
入
れ
な
か
っ
た
り
、介
護
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る

た
め
の
条
件
が
厳
し
く
な
る
な
ど
、社
会
保
障
サ
ー
ビ
ス

自
体
に
も
影
響
が
出
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。こ

の
よ
う
な
問
題
に
対
応
す
る
た
め
に
、新
し
い
社
会
保
障

制
度
モ
デ
ル
の
構
築
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

超
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
中
、国
が
整
備
を
進
め
よ
う
と

し
て
い
る
の
が
、『
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
』で
す
。

　

こ
れ
は
、自
分
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、医
療
・
介
護
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
一
体
的
に
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
も
の
で
す
。こ
の
シ
ス
テ
ム
で
ポ
イ

ン
ト
と
な
る
の
が
、在
宅
で
の
医
療
・
介
護
面
の
体
制

づ
く
り
で
す
。政
府
は
、お
お
む
ね
３０
分
以
内
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
が
提
供
で
き
る
環
境
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

住
ま
い
を
中
心
に
様
々
な
医
療
、介
護
、社
会
保
障
サ
ー

ビ
ス
を
効
率
的
に
利
用
し
、地
域
と
と
も
に
支
え
あ
い
、

自
分（
た
ち
）で
生
活
が
で
き
る
よ
う
支
援
す
る
た
め
の

仕
組
み
な
の
で
す
。

　私たち理学療法士は、これまでも主に医
療・介護の分野で地域社会に貢献してきた
経験を活かし、地域包括ケアシステム構築
のために協働しています。介護予防事業や
地域ケア会議などに参画することで、地域
社会に貢献できるように積極的に活動させ
ていただいております。
　そのための人材育成として、日本理学療法
士協会において、すでに地域で活躍する理学
療法士を対象に【地域包括ケア推進リーダー】
【介護予防推進リーダー】の認証コースを設定
して充実した体制作りに努めています。

迫
る
、２
０
２
５
年
問
題

病
院
・
施
設
か
ら

地
域
・
在
宅
へ

実
現
に

向
け
て
地域包括ケアシステム
構築に向けた
理学療法士の取り組み

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

私たち、理学療法士と一緒に “自分の力で生活すること”を目指しましょう!
理学療法士は生活の
予後（将来）をみる専門家です

健康寿命を高める自分（たち）で生活するという考え方

12
　理学療法士は「生活の予後（将来）を
みることができる専門家」です。
　医学的な情報・知識に基づき、対象と
なる方の身体機能の状態や、活動（動
き）を評価、分析することで、これからの
『変化』を予測します。その予測から、適
切な運動プログラムの立案や、生活環
境の調整、適切な介護・福祉サービスの
選定に協力させていただくなど目標に
向かって具体的な手法を提示すること
ができる専門家です。

3
　病気になってからだけでなく、介
護予防という観点でも、年齢による
衰えを科学的に考え健康寿命を高
めることにも力を注いでいます。地
域への健康教室などでの講師とし
て参加、自治体・ボランティアグ
ループへの効果的な運動の指導や
体力測定での協力、地域住民へ向
けたキャンペーン活動などを実施し
ています。地域で理学療法士が活
動していることがあれば、是非、興
味を持っていただけると幸いです。

　残念ながら必ず歳を重ね、体力や身体機能は衰
えてきます。また、病気になることも多くなります。そ
して、必ずしも病前と同様にまでには回復しないこ
とが多いのも事実です。
　その中で、住み慣れた場所で、自分たちの力で生
活することが求められています。そのためには、自
分たちの可能性を信じること、目標を持って前を向
く覚悟が必要となります。その覚悟に、理学療法士
は寄り添い、『一番良い方法』を目指して支えていき
たいと思います。様々なサービスや世の中の仕組み
は利用しますが、自分たちの力で生活していく覚悟
を持てるように一緒に向き合いましょう！

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム

ぴーかん

特 集 !

病気になったら
（医療機関）

介護が必要になったら
（介護、福祉施設など）

いつまでも元気に
暮らすために

（地域住民、自治体、　
ボランティアと一緒に）

共 助
介護保険サービスなど
を利用して“支えあう”！

ビスなど介護保険サービ
を利用して“ えあう支え ”！

自 助
自分のことは自分です
る！自立支援の目標を
“諦めない”！

自分のことは自分です
る！自立支援の目標を
“諦めない”！

他職種と協議して、
適切なサービスが受
けられるようにアド
バイスします!!

急性期・回復期リハ
ビリテーション。集中
的かつ計画的にリハ
ビリテーションを実
施します!!

医療機関退院後も入所・
通所でのリハビリテー
ションを継続します!!

自立支援に繋がる関わ
りを皆様と一緒に考え
て指導、実践します!!

互 助
地域の人たちと住み慣
れたまちで安全で元気
な生活を“守る”！

人たちと住み慣地域の人
ちで安全で元気れたまち
を“な生活を 守る”！

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

適切な福祉用具・
機器の選定や住
宅改修についてア
ドバイスします!!

PT!

PT!

PT!

適格なサービスが受けられるように
（介護保険、様々な公的制度など）

公 助
一般財源による高齢者
福祉事業や生活保護な
ど“頼れる”制度

一般財源による高齢者
福祉事業や生活保護な
ど“頼れる”制度

住まい

PT!

PT!
生活に必要な動作獲得
や趣味（生きがい）も守
れるようにアドバイスし
ます!!

PT!

PT!
介護負担軽減を
目的としたアドバ
イスをします!!

PT!

必要に応じて、自宅へ
訪問してリハビリテー
ション指導します!!
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昭
和
40
年
7
月
17
日
に
第
1
回
理
学
療
法
士
国
家
試
験
を
合
格
し
た
理

学
療
法
士
1
1
0
名
に
よ
っ
て
日
本
理
学
療
法
士
協
会
が
設
立
し
ま
し
た
。

こ
れ
を
記
念
し
て『
7
月
17
日
』を『
理
学
療
法
の
日
』と
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

毎
年
こ
の
日
を
挟
ん
だ
一
週
間
は「
理
学
療
法
週
間
」と
し
ま
し
た
。

　

平
成
26
年
度
に
は
、全
国
47
都
道
府
県
理
学
療
法
士
会
が
一
斉
に「
介
護
予

防
推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」と
し
て
イ
ベ
ン
ト
等
を
開
催
し
ま
し
た
。こ
れ
ま
で

も
理
学
療
法
週
間
を
中
心
に
都
道
府
県
理
学
療
法
士
会
で
は
各
種
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
き
ま
し
た
が
、今
回
は
、日
本
理
学
療
法
士
協
会
が
設
立
さ

れ
て
初
め
て
全
国
一
斉
に
開
催
さ
れ
た
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
と
な
り
ま
し
た
。

介
護
予
防

理学療法週間
全国一斉介護予防推進キャンペーン

推
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
開
催
!!

長崎県理学療法士協会のポロシャツでそろえてお出迎え

当県士会の事業概要

平成26年7月26日（土）多くの市民の方に啓発。
指導実施の必要性を再認識!! 医療法人社団東洋会　池田病院

横田　悠介

《日　時》

《会　場》
①島原一番街
　アーケード内の貸店舗
②医療法人済家会
　アプリコット1階
　通所リハビリテーション「結」

◎体力測定
◎介護予防体操体験
◎相談◎資料配布　など

地元ケーブルテレビの取材を受ける塩塚順会長

《内　容》

介護予防推進キャンペーンに参加して

　

島
原
市
ア
ー
ケ
ー
ド
の
一
画
に
あ
り

ま
す
、医
療
法
人
済
家
会
ア
プ
リ
コ
ッ

ト
1
階
通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

「
結
」の
ス
ペ
ー
ス
を
お
借
り
し
て
介

護
予
防
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
開
催
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。県
民
の
健
康
増

進
・
介
護
予
防
の
啓
発
を
目
的
に
企

画
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、介
護
予
防
に
関
す
る
啓

発
資
料
の
配
布
、体
力
測
定（
握
力
・

片
脚
立
位
・
歩
行
、下
肢
筋
力
の
簡
易

テ
ス
ト
な
ど
）、ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
チ
ェ
ッ
ク
、介
護
予
防
体
操「
が

ま
だ
す
体
操
」の
体
験
な
ど
、多
く
の

理
学
療
法
士
の
協
力
の
も
と
コ
ー

ナ
ー
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と
は
、

運
動
器
症
候
群
と
も
呼
ば
れ
、運
動

器
の
障
害
に
よ
り
要
介
護
に
な
り
易

い
状
態
の
こ
と
で
、簡
単
な
体
力
測
定

な
ど
か
ら
チ
ェ
ッ
ク
し
て
指
導
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、参
加
し
た

理
学
療
法
士
が
応
対
す
る
介
護
予
防

相
談
コ
ー
ナ
ー
を
設
け
、シ
ニ
ア
世
代

だ
け
で
な
く
、幅
広
い
年
代
の
方
々
を

対
象
に
啓
発
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
島
原
市
ア
ー
ケ
ー
ド
で「
土

曜
夜
市
」も
開
催
さ
れ
て
お
り
、年
齢

問
わ
ず
多
数
の
方
々
に
ご
参
加
頂
く

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
地
元
新
聞
や
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
等
の
メ
デ
ィ
ア
に
も
、今
回
の
取
り

組
み
を
広
報
し
て
頂
き
、当
日
参
加

し
て
頂
い
た
方
々
だ
け
で
な
く
、数
多

く
の
方
々
へ
啓
発
す
る
こ
と
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

今
回
、ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
、

強
く
印
象
に
残
っ
た
こ
と
は
、参
加
さ

れ
た
方
々
と
も
に「
介
護
予
防
」と
い

う
言
葉
に
対
し
て
は
認
識
が
浅
い
こ

と
。ま
た
、言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
と
し
て

も
、あ
ま
り
良
い
印
象
が
な
い
よ
う
に

思
わ
れ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う
に
感

じ
ら
れ
ま
し
た
。し
か
し
啓
発
活
動
を

通
し
て
、「
同
年
代
と
比
べ
て
、自
分
の

体
力
が
ど
れ
く
ら
い
あ
る
の
か
？
」、

「
腰
痛
予
防
に
対
す
る
運
動
は
な
い

か
？
」な
ど
の
声
が
多
く
聞
か
れ
、自

身
の
健
康
増
進
と
い
う
点
に
お
い
て

は
、興
味
、関
心
が
高
い
よ
う
に
思
わ

れ
ま
し
た
。

　

我
々
が
、理
学
療
法
士
と
し
て
医

学
的
、専
門
的
な
部
分
を
ア
ド
バ
イ
ス

さ
せ
て
頂
く
こ
と

も
多
く
、日
々
の

臨
床
で
出
会
う
方
々
だ
け
で
な
く
、今

回
の
よ
う
な
活
動
を
通
し
て
、様
々
な

方
々
に
啓
発
・
指
導
を
実
施
す
る
こ
と

の
重
要
性
を
再
認
識
す
る
機
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
、開
催
す
る
に
あ
た
っ
て

多
く
の
諸
先
輩
方
の
助
言
を
頂
き
な

が
ら
企
画
、運
営
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。自
身
も
含
め
た
く
さ
ん
の
10
年

目
未
満
の
理
学
療
法
士
に
と
っ
て
、今

回
の
よ
う
な
地
域
の
方
々
と
直
接
接

す
る
機
会
は
少
な
く
、普
段
は
学
べ
な

い
貴
重
な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。現
在
、多
数
の
勉
強
会
な
ど
が
各

地
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
が
、そ
こ
で

の
研
鑽
の
み
で
な
く
、今
回
の
よ
う
な

経
験
が
こ
れ
か
ら
の
社
会
の
中
で
の

平成27年度以降も
継続して開催されます

平成27年 7月25日（土）　19：00～21：00

島原市　一番街アーケード内

第13回　理学療法フェスティバルin島原

今回紹介した理学療法週間のキャンペーン
以外にも、長崎県理学療法士協会では、啓発
活動として、地域住民向けに活動を企画して
おります。

会場（予定）

内　　容 体験コーナー、相談コーナー（介護予防
技術、理学療法士免許取得方法など）、
リーフレット・グッズなどの配布、啓発ビ
デオの上映…など

平成27年 7月25日（土）　19：00～21：00

［理学療法の日］ 介護予防推進キャンペーン

諫早市　アエルアーケード内

第1回　理学療法フェスティバルin諫早

会場（予定）

内　　容 体験コーナー、相談コーナー（介護予防技
術、理学療法士免許取得方法など）、リー
フレット・グッズなどの配布、福祉用具・機
器展示コーナー…など

平成27年 11月頃

大村市　コレモおおむら

理学療法啓発事業in大村（仮）

会場（予定）

内　　容 体験コーナー、理学療法関連のパネル展
示、公開講座…など

理
学
療
法
士
に
と
っ
て
有
意
義
な
も

の
で
あ
る
と
実
感
で
き
ま
し
た
。

　

昨
今
、高
齢
化
社
会
、少
子
化
社

会
、就
労
世
代
減
少
な
ど
多
く
の
問

題
を
抱
え
る
社
会
情
勢
の
中
、住
み

慣
れ
た
地
域
で
医
療
、介
護
、福
祉
が

一
体
と
な
り
助
け
合
い
、支
え
合
う
地

域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
推
進
が
図

ら
れ
て
い
ま
す
。我
々
の
よ
う
な
経

験
・
知
識
の
浅
い
理
学
療
法
士
と
し
て

は
、各
勉
強
会
等
へ
の
参
加
も
重
要
で

す
が
、「
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
理
学

療
法
士
」と
な
れ
る
よ
う
、今
回
の
よ
う

な
地
域
活
動
へ
積
極
的
に
参
加
し
て

い
き
、住
民
の
方
々
と
と
も
に
、地
域

に
合
っ
た
体
制
づ
く
り
に
も
寄
与
で

き
る
の
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
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